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県
文
化
財
の「
三
間
社
流
造
」

海
神
社
（
宇
陀
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
宇
陀
市
室
生
大
野
１
６
５
５

（
主
祭
神
）
豊
玉
姫
命

（
交
通
）
近
鉄
室
生
口
大
野
駅
か
ら
徒
歩

約
５
分

（
文
化
財
）
本
殿
が
県
指
定
文
化
財

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
無
し

（
電
話
）
無
し

三
間
社
流
造
の
海
神
社
本
殿
。
内
部
で
は
独
立
し
た
２
棟
の
建
物
が
並

び
、
こ
れ
ら
を
覆
う
屋
根
が
架
け
ら
れ
て
い
る
‖
宇
陀
市
室
生
大
野
で

海
神
社
は
、
同
じ
宇
陀
市

室
生
地
区
の
室
生
龍
穴
神

社
か
ら
祈
雨
の
神
、
農
耕
の

神
の
龍
神
を
勧
請
し
た
と

の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
主
祭

神
は
海
の
神
、
水
の
神
と
さ

れ
る
豊
玉
姫
命

沿
革
は
不

詳
で
す
が
、
明
治
の
神
仏
分

離
で
善
女
龍
王
社
か
ら
海

神
社
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

本
殿
は

江
戸
時
代
前
期

に
造
ら
れ

檜
皮
葺

一
見
す

る
と

切
妻
屋
根
を
持
ち

正

面
の
柱
が
４
本
で

間
口
が

三
つ
あ
る
｢
三
間
社
流
造
｣

(
一
間
は
約
１
・
８
㍍
)
に
見

え
ま
す

し
か
し

よ
く
見
る

と

平
面
的
に
は
独
立
し
た

２
棟
の
建
物
が
並
列
し
て
い

ま
す

そ
れ
ぞ
れ
が
春
日
大

社
(
奈
良
市
)
に
代
表
さ
れ
る

建
築
様
式
で

間
口
が
一
つ

の
｢
一
間
社
春
日
造
｣
で
あ

り

こ
れ
ら
を
覆
う
流
造
の

屋
根
を
架
け
て
い
る
の
で

す

２
棟
そ
れ
ぞ
れ
の
上
に

三
角
形
の
千
鳥
破
風
を
設
け

て
お
り

建
物
と
屋
根
の
間

は
吹
き
抜
け
で
す

こ
の
よ

う
な
構
造
は
全
国
的
に
珍
し

く

県
指
定
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す

境
内
に
能
舞
台
に
も
な
る

舞
殿
が
残
さ
れ
、
能
面
八
つ

は
奈
良
国
立
博
物
館
が
保
管

中

本
殿

拝
殿

舞
殿

祓

殿
、
恵
比
須
神
社
な
ど
に
は

鎌
倉
時
代
を
含
め
、
多
く
の

狛
犬
が
奉
納
さ
れ
、
地
域
に

大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
く
の
深
谷
龍
鎮
渓
谷

に
あ
る
境
外
社
の
龍
鎮
神
社

は
近
年
、「
空
気
感
が
違
い
、

神
聖
さ
を
感
じ
る
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
」
と
し
て
人
気
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

石
川
雅
司
）


